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当法人等に関する真実に相違した内容をイン

ターネットに掲載した投稿者の「謝罪文」と、

東京地方裁判所の判決について

公益財団法人生長の家社会事業団

令和４年４月２５日、インターネット上の電子掲示板に、

ｔａｐｉｒと称する匿名の投稿者により当法人等に関して

真実と相違した内容が公然と掲載され、当法人の名誉権が

侵害される事件が生じました。

このため、当法人は、やむなく法的救済を求めて、東京

地方裁判所にプロバイダ（インターネット接続事業者）を

相手方として「発信者情報開示請求訴訟」を提訴しました

ところ、令和５年５月２４日、同裁判所は、「本件投稿に

よる原告（注、当法人）の権利（名誉権）の侵害は明白で

ある」と認定して、プロバイダに発信者情報開示を命じる

判決を下し、当法人の勝訴が確定しました。（令和４年（ワ）

第３１２６７号）

この判決を受けて、投稿者本人と円満に解決するため、

「調停による解決」を申し立てましたところ、投稿者は、

「真実と相違した憶測の内容」の投稿により当法人に多大

な迷惑をかけたことを認めて、謝罪、損害賠償及び投稿の

削除を約束し、令和６年７月２４日、本件調停が、円満に

成立しました。

つきましては、本件調停条項の第５項に基づき、当法人

の公式ホームページに、投稿者本人の「謝罪文」を以下の

とおり掲載します。

また、【参考】として上記東京地方裁判所の「判決」を

併せて掲載します。
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謝 罪 文

私こと、Ｔａｐｉｒを名乗る投稿者は、

「せっかく掲示板」の「山ちゃん様の正論！

生長の家『本流復活』について考える（続し

たらば版）」の２０２２年４月２５日１１時

３４分の投稿によって、公益財団法人生長の

家社会事業団及び宗教法人生長の家創始者谷

口雅春先生を学ぶ会の名誉権を侵害する真実

と異なる憶測の内容を投稿し多大の迷惑をお

かけしましたことを謝罪致します。当該投稿

は撤回し、削除を致します。

令和６年７月２４日 投稿者名Ｔａｐｉｒ

以 上
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